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半
導
体
大
手
の
ル
ネ
サ
ス
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
は
、
グ

ル
ー
プ
の
全
従
業
員
４
万
７
千
人
の
約
１
割
に
相
当
す
る

約
４
千
人
の
人
員
削
減
を
柱
に
し
た
、
大
規
模
な
リ
ス
ト

ラ
計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。

同
社
は
、
今
年
４
月
に
日
立
と
三
菱
の
合
併
企
業
で
あ

る
「
ル
ネ
サ
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
」
と
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
子
会
社
の

「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
」
が
経
営
統
合
し
て
発
足

し
た
、
国
内
第
１
位
、
世
界
第
３
位
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー

で
す
。
統
合
後
の
経
営
体
制
を
固
め
る
「
１
０
０
日
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
リ
ス
ト
ラ
策
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
。

４
千
人
の
人
員
削
減
は
、
大
半
を
今
年
度
中
に
実
施
し
ま

す
。
早
期
退
職
者
を
募
集
す
る
ほ
か
、
大
株
主
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ

や
日
立
、
三
菱
に
一
部
従
業
員
の
引
き
受
け
を
要
請
す
る

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
約
１
千
人
を
成
長
の
見
込

め
る
マ
イ
コ
ン
分
野
な
ど
に
配
置
転
換
さ
せ
ま
す
。

生
産
体
制
も
見
直
し
、
「
最
先
端
技
術
を
活
用
す
る
製

品
の
製
造
部
は
台
湾
、
米
国
企
業
の
２
社
に
委
託
す
る
。

直
径
３
０
０
ミ
リ
の
大
口
径
シ
リ
コ
ン
ウ
エ
ハ
ー
を
使
っ

た
半
導
体
を
製
造
す
る
鶴
岡
工
場
（
山
形
県
鶴
岡
市
）
と

那
珂
工
場
（
茨
城
県
ひ
だ
ち
な
か
市
）
は
、
電
子
機
器
を

制
御
す
る
マ
イ
コ
ン
な
ど
の
量
産
拠
点
に
位
置
付
け
る
」

計
画
で
す
。

ま
た
、
国
内
に
約
20
ヵ
所
あ
る
生
産
拠
点
の
う
ち
、
設

備
が
古
く
、
生
産
効
率
も
低
い
工
場
は
閉
鎖
す
る
か
、
規

模
を
縮
小
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

休休休休
みみみみ
をををを
返返返返
上上上上
しししし
てててて
生生生生
産産産産

国
内
半
導
体
メ
ー
カ
ー
各

社
が
、
薄
型
テ
レ
ビ
な
ど
デ

ジ
タ
ル
家
電
向
け
需
要
の
好

調
を
受
け
、
夏
休
み
を
返
上

し
て
工
場
を
稼
働
さ
せ
て
い

ま
す
。
ル
ネ
サ
ス
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
は
、
家
電
な
ど
で

幅
広
く
使
う
パ
ワ
ー
半
導
体

を
生
産
す
る
滋
賀
工
場
（
大

津
市
）
や
、
電
子
機
器
を
制

御
す
る
マ
イ
コ
ン
な
ど
の
山

口
工
場
（
山
口
県
宇
部
市
）

を
含
む
１
０
工
場
を
、
８
月

７
～
15
日
の
夏
休
み
期
間
中

も
操
業
。
自
動
車
向
け
半
導

体
で
は
「
種
類
に
よ
っ
て
は

生
産
が
間
に
合
わ
な
い
製
品

も
あ
る
」
（
同
社
）
と
い
う
。

（
「
共
同
通
信
」
報
道
よ
り
）

早
期
退
職
は
、
想
定
人
数
は
１
２
０
０
人
で
、
２
０
１

０
年
度
末
ま
で
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
対
象
は
「
40
歳
以

上
」
か
つ
「
勤
続
５
年
以
上
」
で
「
会
社
が
認
め
た
者
」

と
い
う
条
件
が
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
会
社
が
必
要
と

判
断
し
た
社
員
は
取
得
で
き
な
い
よ
う
で
す
。

新
会
社
発
足
に
先
立
ち
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
で
６
８
５
名
、
ル
ネ
サ
ス
で
６
０
０
名
、
日
立
超
Ｌ

で
２
３
０
名
と
、
こ
こ
２
年
の
間
で
１
５
１
５
名
の
早

期
退
職
を
実
施
済
み
で
あ
り
、
会
社
目
標
１
２
０
０
名

の
実
現
の
た
め
に
は
、
厳
し
い
退
職
勧
奨
が
あ
る
と
予

想
さ
れ
ま
す
。

ルネサスで大リストラ計画
生
産
体
制
見
直
し
対
象
に
「
那
珂
工
場
」
も

早
期
退
職
の
会
社
目
標
は
１
２
０
０
人

新
会
社
発
足
で
４
千
人
の
大
リ
ス
ト
ラ
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夏
の
風
物
詩

（
健
康
管
理
も
大
切
）

全
国
的
に
熱
中
症
で
多
く
の
人
が

亡
く
な
る
ほ
ど
の
猛
暑
が
続
い
て
い

る
今
年
の
夏
。
Ａ
Ｅ
パ
ワ
ー
で
は
、

月
一
回
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
＆
ジ
ョ
キ
ン

グ
の
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
健

康
増
進
に
大
変
い
い
こ
と
で
す
。
毎

回
、
多
く
の
人
の
参
加
が
あ
り
ま
す

が
、
さ
す
が
に
夏
場
は
参
加
す
る
人

が
激
減
し
て
い
ま
す
。
賢
明
な
選
択

だ
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
毎
日
の

朝
礼
を
厳
し
い
日
差
し
が
照
り
つ
け

る
屋
外
で
行
っ
て
い
る
部
署
が
あ
り

ま
す
。
長
い
時
は
30
分
近
く
の
時
も

あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
状
況
で
内
容
が

伝
わ
っ
て
い
る
の
か
疑
問
で
す
。

「
か
わ
い
そ
う
だ
な
？
」
「
人
体
実

験
を
や
っ
て
い
る
の
か
な
」
等
、
周

り
か
ら
は
好
意
的
な
受
け
止
め
は
聞

こ
え
て
き
ま
せ
ん
。
せ
め
て
、
建
屋

内
で
出
来
な
い
も
の
な
の
で
し
ょ
う

か
。
病
人
が
出
て
か
ら
で
は
困
り
ま

す
。
危
機
管
理
の
一
環
と
し
て
一
考

を
望
む
の
は
同
じ
従
業
員
と
し
て
当

然
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

（
Ａ
Ｅ
パ
ワ
ー
）

屋
外
の
自
転
車
置
き
場
に

喫
煙
所
を
設
置

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
の
脇
に
喫

煙
所
が
あ
り
ま
す
が
10
時
と
15
時
の

休
憩
時
間
に
は
入
り
き
れ
ず
、
屋
外

の
自
転
車
置
き
場
に
喫
煙
所
が
で
き

ま
し
た
。
建
屋
中
央
入
口
の
近
く
で

便
利
な
所
に
あ
り
利
用
す
る
人
が
多

く
な
り
ま
し
た
。
雨
・
風
・
雪
の
時

の
対
策
が
必
要
に
な
り
そ
う
で
す
。

タ
バ
コ
が
さ
ら
に
値
上
げ
に
な
る
こ

と
だ
し
、
健
康
の
た
め
に
ニ
コ
チ
ン

依
存
症
か
ら
抜
け
た
ら
と
思
う
の
で

す
が
。

（
国
分
）

ど
っ
ち
の

万
歩
（
歩
数
）
計
に
？

職
場
で
は
「
歩
く
ム
ダ
を
省
い
て

効
率
的
な
仕
事
を
」
と
万
歩
計
で
一

日
の
歩
数
を
計
測
し
て
い
ま
し
た
。

あ
ら
た
に
健
保
か
ら
は
日
立
創
業
１

０
０
周
年
記
念
で
健
康
管
理
の
た
め

に
と
万
歩
計
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

「
仕
事
で
は
歩
く
な
！
健
康
の
た
め

に
は
歩
け
！
と
い
う
、
ど
ち
ら
か
迷
っ

て
し
ま
う
」
と
の
声
。

（
国
分
）

歩
数
計
が

「
２
つ
あ
っ
て
も
な
ぁ
」

日
立
健
保
か
ら
、
日
立
創
業
１
０

０
周
年
を
記
念
し
て
「
日
立
創
業
１

０
０
周
年
記
念
ロ
ゴ
入
り
歩
数
計
」

が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
「
こ
の
機
会

に
健
康
づ
く
り
に
活
用
を
」
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
て

い
る
人
の
多
く
は
す
で
に
歩
数
計

（
万
歩
計
）
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
携
帯
電
話
に
も
歩
数
計
の
機
能

が
あ
り
「
２
つ
あ
っ
て
も
な
ぁ
」
と

い
う
人
も
い
ま
し
た
。
ま
た
、
「
会

社
で
は
な
く
健
保
か
ら
な
の
？
健
保

は
財
政
厳
し
い
と
聞
い
た
が
」
の
声

も
。
そ
れ
で
も
コ
ン
パ
ク
ト
な
の
で

身
に
付
け
て
い
る
人
が
結
構
い
ま
し

た
。
ち
な
み
に
、
市
販
価
格
を
ネ
ッ

ト
で
調
べ
た
ら
、
２
，
６
７
０
円
で

し
た
。

（
大
み
か
）

再
雇
用
闘
争
の

報
告
会
を
開
く

日
立
工
機
で
再
雇
用
を
求
め
て
闘
っ

て
い
る
堀
さ
ん
の
報
告
会
が
ひ
た
ち

な
か
市
内
で
開
催
さ
れ
、
地
域
の
支

援
者
な
ど
会
場
い
っ
ぱ
い
の
参
加
で

元
気
の
で
る
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
半
年
間
の
職
場
内
外
の
運
動
で

「
日
立
工
機
と
も
あ
ろ
う
会
社
が
・
・
」

の
世
論
と
、
個
人
加
入
し
た
電
機
ユ

ニ
オ
ン
と
会
社
の
話
し
合
い
で
文
書

確
認
し
、
再
雇
用
問
題
の
解
決
に
向

け
大
き
く
前
進
し
た
意
義
を
確
認
し

ま
し
た
。
法
律
に
基
づ
き
希
望
す
れ

ば
誰
も
が
継
続
雇
用
で
き
る
職
場
を

実
現
す
る
ま
で
共
に
奮
闘
す
る
決
意

と
、
企
業
の
社
会
的
責
任
を
果
た
せ
、

地
域
の
雇
用
を
守
れ
と
の
挨
拶
が
各

団
体
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

（
日
立
工
機
）

選
挙
の
た
め
の

執
行
部
増
員
は
や
め
て
！

先
の
日
立
労
組
大
み
か
支
部
の
定

期
大
会
で
、
支
部
執
行
部
役
員
１
名

増
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
職
場
に
提

案
時
、
増
員
理
由
の
１
つ
に
「
茨
城

県
議
会
議
員
選
挙
候
補
擁
立
に
よ
る

政
策
制
度
改
善
へ
の
取
組
み
強
化
」

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
「
増
員
に

よ
り
組
合
費
も
値
上
げ
す
る
」
と
い

う
も
の
で
し
た
。
組
合
の
選
挙
活
動

に
は
職
場
か
ら
批
判
も
多
い
で
す
。

執
行
部
１
名
の
年
間
必
要
経
費
は
１

千
数
百
万
円
で
す
。
あ
る
職
場
で
は
、

「
組
合
員
の
生
活
が
苦
し
い
中
、
組

合
費
を
上
げ
る
の
は
本
末
転
倒
。
選

挙
目
的
で
の
増
員
は
や
め
て
ほ
し
い
、

組
合
は
現
状
の
人
員
で
で
き
る
こ
と

を
や
っ
て
く
れ
れ
ば
よ
い
」
と
い
う

意
見
が
だ
さ
れ
、
執
行
部
の
増
員
提

案
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
。（

大
み
か
）


